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齋
藤　
仁
一 

議
員

　
　
喜
多
方
市
農
林
業
ビ

ジ
ョ
ン
は
２
０
２
６

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
次
期
農
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
向
け
た
対
応
は

ど
う
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
や
豪

雨
災
害
等
に
よ
り
、
令
和

３
年
度
の
中
間
見
直
し
が

大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
に
加

え
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
改
正
な
ど
、
社

会
・
農
業
情
勢
の
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

昨
年
度
よ
り
農
業
者
等
と

の
懇
談
会
を
行
う
な
ど
見

直
し
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
き
た
。

　
ま
た
、
４
月
に
新
た
な

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
国
の

方
向
性
が
今
後
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
か
ら
検
証
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

問答

話
し
合
い
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
た
地
域
計
画
の
実
現

と
米
小
売
価
格
の
上
昇
に

よ
る
米
政
策
の
大
き
な
状

況
変
化
に
つ
い
て
も
課
題

を
整
理
し
、
反
映
し
て
い

く
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
２
０
２
７
年
度
か
ら

の
新
た
な
農
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
向
け
て
、
策

定
会
議
に
諮
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
　
農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
の

10
年
間
の
総
括
の
場

は
あ
る
の
か
。

　
　
検
証
と
分
析
は
必
要

な
の
で
関
係
機
関
・

団
体
で
の
協
議
の
場
を
設

け
て
策
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
次
期
農
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
は
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
や
自
伐
型

林
業
な
ど
新
た
な
視
点
が

必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
農
業
、
林
業
、
畜
産

に
お
い
て
も
新
た
な

動
向
が
あ
る
の
で
新
た
な

視
点
を
設
け
て
い
く
。

問答問答

次期農林業ビジョンについては新たな視点を設けていく次期農林業ビジョンについては新たな視点を設けていく市長市長

次期農林業ビジョン 自伐型林業など新たな視点は次期農林業ビジョン 自伐型林業など新たな視点は
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職員採用試験における障がい者枠での募集を行う職員採用試験における障がい者枠での募集を行う

佐
原　
正
秀 

議
員

遠
藤　
吉
正 

議
員

市長市長

　
　
本
市
に
お
け
る
民
間

企
業
と
公
的
機
関

（
市
役
所
）
で
の
障
が
い

者
雇
用
の
状
況
は

　
　
民
間
企
業
に
つ
い
て

は
、
会
津
管
内
の
状

況
と
な
る
が
令
和
６
年
６

月
１
日
現
在
の
集
計
で
法

定
雇
用
率
２
・
５
％
に
対

し
２
・
３
５
％
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
公
的
機
関（
市

役
所
）
に
つ
い
て
は
、
市

及
び
教
育
委
員
会
が
対
象

と
な
る
が
、
令
和
６
年
12

月
１
日
現
在
法
定
雇
用
率

２
・
８
％
に
対
し
て
雇
用

率
は
、
市
が
１
・
２
９
％

で
17
人
雇
用
す
べ
き
と
こ

ろ
８
人
、
市
教
育
委
員
会

が
１
・
５
６
％
で
３
人
雇

用
す
べ
き
と
こ
ろ
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
本
市
は
６
年
連
続
で

法
定
雇
用
率
が
達
成

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

問答問

勧
告
を
受
け
て
い
る
が
ど

の
よ
う
な
取
組
が
行
わ
れ

て
き
た
の
か
。

　
　
障
が
い
者
枠
を
設
け

た
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
令
和
２

年
度
か
ら
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神

障
害
者
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
へ
拡
大
し
、
令
和
６

年
度
か
ら
高
卒
程
度
の
年

齢
要
件
を
従
来
の
28
歳
ま

で
か
ら
40
歳
ま
で
引
き
上

げ
た
。

　
　
今
後
、
法
定
雇
用
率

を
達
成
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　
　
引
き
続
き
職
員
採
用

試
験
に
お
け
る
障
が

い
者
枠
で
の
募
集
を
行
う

と
と
も
に
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

も
同
様
に
進
め
る
。ま
た
、

会
津
支
援
学
校
の
卒
業
生

の
受
入
な
ど
就
業
支
援
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
法
定
雇
用
率
の
達
成

に
向
け
た
取
組
を
行
う
。

答問答

　
　
全
国
の
不
登
校
は
34

万
人
、
本
県
は
４
０

０
０
名
に
な
り
、
11
年
連

続
で
増
加
し
て
い
る
。
特

に
小
学
校
は
10
年
で
５
倍

の
人
数
に
上
る
現
実
で
あ

る
。
本
市
の
現
状
も
同
様

と
思
わ
れ
、
本
人
や
家
族

は
先
が
見
え
ず
、
不
安
を

抱
え
て
い
る
。
特
に
入
学

や
進
級
な
ど
、
子
ど
も
の

生
活
が
大
き
く
変
わ
る
春

に
、
新
た
な
出
会
い
が
あ

る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
と

違
う
環
境
に
う
ま
く
適
応

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

　
教
育
の
役
割
は
、
子
ど

も
が
自
立
で
き
る
よ
う
に

未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
不
登
校
の
子

ど
も
の
心
を
開
く
鍵
は
、

利
害
関
係
の
な
い
年
上
の

人
と
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

る
「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」
が

問

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
不
登
校
の
子

ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援
策

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　

本
市
の
不
登
校
は
、

令
和
６
年
度
の
小
学

校
に
お
い
て
33
名
、
中
学

校
に
お
い
て
58
名
の
計
91

名
と
な
っ
て
お
り
、
近
年

で
は
１
０
０
名
に
近
い
報

告
が
あ
り
、
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　
本
市
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
教
職
員
に
不
登
校

に
関
す
る
指
導
助
言
を
行

い
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
派
遣
し

て
お
り
、
短
時
間
登
校
や

別
室
登
校
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
ヘ
の
参
加
、
県
教
育

委
員
会
が
行
っ
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
教
室
へ
の
入
級

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

増加傾向にあるため対策の強化を図っていく増加傾向にあるため対策の強化を図っていく市長市長

本市の不登校の実態と支援策をどう進めるのか本市の不登校の実態と支援策をどう進めるのか

障がい者法定雇用率を達成するための取組は障がい者法定雇用率を達成するための取組は
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小規模・高齢稲作農業者への支援を求める小規模・高齢稲作農業者への支援を求める

高
畑　
孝
一 

議
員

　
　
今
回
の
６
月
補
正
予

算
に
お
い
て
、
敬
老

事
業
の
経
費
が
計
上
さ
れ

た
。
私
も
３
月
議
会
の
当

初
予
算
審
議
の
中
で
、
敬

老
祝
金
廃
止
に
加
え
、
敬

老
会
開
催
経
費
も
計
上
し

な
い
の
は
、
現
在
の
繁
栄

の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
先
輩
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
、
冷
た
い
政
策
で

は
な
い
の
か
と
質
し
た
の

で
、
敬
老
会
開
催
経
費
の

復
活
は
評
価
す
る
。
今
年

度
の
敬
老
会
開
催
の
実
施

主
体
と
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
実
施
主
体
は
行
政
区

や
町
内
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
そ
の
他
の
住
民
で

組
織
す
る
実
施
団
体
等
の

ほ
か
、
複
数
の
行
政
区
等

が
共
同
で
主
体
と
な
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
敬
老

会
を
開
催
す
る
場
合
は
、

問答

一
人
当
た
り
１
７
０
０
円

を
交
付
し
、
記
念
品
配
布

の
場
合
は
１
２
０
０
円
の

交
付
と
す
る
。

　
　
敬
老
会
の
説
明
会
に

つ
い
て
、
そ
の
実
施

時
期
と
方
法
は
。

　
　
実
施
時
期
は
、
地
区

公
民
館
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
旧
喜
多

方
市
の
一
部
は
６
月
下
旬

に
、
そ
の
他
の
行
政
区
は

７
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

る
。
説
明
会
は
、
敬
老
会

開
催
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
説

明
に
努
め
る
。

問答

　
　
地
区
内
の
田
圃
は
小

規
模
・
高
齢
農
業
者

と
大
き
な
法
人
等
に
委
託

し
た
所
に
ほ
ぼ
大
別
さ
れ

て
い
る
が
、
法
人
等
も
現

在
以
上
の
受
託
は
厳
し
い

と
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　
よ
っ
て
、
小
規
模
・
高

齢
稲
作
農
家
へ
の
支
援
を

強
化
し
、
今
後
も
維
持
継

続
出
来
る
方
策
を
と
る
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
ま
た
、
市
と
し
て
相
談

窓
口
や
現
地
指
導
員
を
配

置
し
た
り
、
農
業
者
へ
の

補
助
金
制
度
や
融
資
制
度

も
含
め
た
支
援
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
。

　
大
規
模
・
集
約
化
農
業

と
小
規
模
農
業
の
併
存
こ

そ
が
稲
作
の
継
続
に
繋
が

る
と
考
え
る
が
市
の
見
解

は
。

　
　
小
規
模
・
高
齢
稲
作

農
家
の
評
価
は
、
こ

問答

う
し
た
農
家
に
よ
り
用
排

水
路
や
農
道
の
管
理
、
遊

休
農
地
の
増
加
防
止
等
農

業
や
環
境
の
維
持
に
寄
与

し
て
い
る
も
の
で
、　

市

の
支
援
策
と
し
て
は
、
集

落
営
農
組
織
や
農
作
業
受

託
組
織
等
の
設
立
を
目
指

す
取
り
組
み
へ
の
補
助
、

共
同
利
用
に
向
け
た
農
業

用
機
械
導
入
へ
の
補
助
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、

作
付
け
拡
大
を
目
指
す
農

家
に
は
認
定
農
業
者
へ
の

誘
導
で
、
有
利
な
融
資
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
相
談
窓
口
等
は
農
業
普

及
所
や
Ｊ
Ａ
、
農
業
共
済

組
合
と
の
連
携
で
営
農
面

談
を
実
施
し
て
お
り
、
市

の
窓
口
で
も
幅
広
く
農
業

者
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
今
後
も
大
規
模
農
家

と
小
規
模
農
家
の
共
存
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

後
藤　
誠
司 

議
員

大規模農家と共に地域農業の維持に必要不可欠と認識している大規模農家と共に地域農業の維持に必要不可欠と認識している市長市長

今年度の敬老会開催はどのようにするのか今年度の敬老会開催はどのようにするのか
「敬老会等開催支援事業交付金」制度を活用して実施する「敬老会等開催支援事業交付金」制度を活用して実施する市長市長

▲高郷町の敬老会
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旧会津農林高等学校耶麻校舎の利活用は旧会津農林高等学校耶麻校舎の利活用は

農業の担い手確保は急務であるが本市の考えは農業の担い手確保は急務であるが本市の考えは
多様な担い手が中心となる足腰の強い農業構造を確立する多様な担い手が中心となる足腰の強い農業構造を確立する

山
口　
文
章 

議
員

十
二
村　
秀
孝 

議
員

市長市長

　
　
農
村
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
が
進
む

中
、
集
落
営
農
な
ど
の
農

作
業
の
共
同
化
を
強
く
推

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
と

今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
担
い
手
不
足
が
深
刻

な
地
域
で
は
、
集
落

営
農
の
組
織
化
や
農
作
業

の
共
同
化
等
に
よ
り
、
新

た
な
担
い
手
を
確
保
し
な

け
れ
ば
営
農
継
続
が
難
し

い
状
況
も
あ
り
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
３
月
策
定

の
「
地
域
計
画
」
に
お
い

て
も
集
落
営
農
に
取
り
組

み
た
い
と
の
意
向
が
複
数

集
落
あ
り
、
県
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
組
織
化

を
誘
導
し
た
。
今
後
と
も

地
域
で
の
話
し
合
い
を
促

し
な
が
ら
組
織
の
設
立
に

係
る
経
費
や
機
械
等
の
導

入
に
対
す
る
補
助
を
行
う

問答

こ
と
で
、
多
様
な
担
い
手

が
中
心
と
な
る
足
腰
の
強

い
農
業
構
造
を
確
立
し
、

本
市
農
業
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
げ
る
。

　
　
令
和
７
年
度
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
の
目

標
と
目
標
達
成
に
向
け
た

取
組
は
。

　
　
令
和
７
年
度
は
２
億

７
６
０
０
万
円
の
寄

附
額
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
本
年
４
月
か
ら
企
画

調
整
課
内
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
室
」
を
新
た
に

設
置
し
て
体
制
を
強
化
し

た
。
具
体
的
な
取
組
と
し

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
の
追
加
や
サ
イ
ト
内

で
の
有
料
広
告
の
掲
載
、

寄
附
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
こ
れ
ま
で
に
な
い
ジ
ャ

ン
ル
の
返
礼
品
開
拓
な

ど
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
よ
り
本
市
の
魅
力
を

広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

寄
附
額
の
増
加
に
つ
な
げ

る
。 問答

　
　
公
共
交
通
の
改
善
策

の
効
果
と
広
告
収
入

な
ど
財
源
確
保
の
取
組

は
。

　
　
「
の
る
ー
と
喜
多
方
」

で
は
、
運
行
方
法
や

予
約
方
法
の
見
直
し
に
よ

り
、
令
和
６
年
度
は
４
万

８
６
８
８
人
と
令
和
４
年

度
の
約
２
倍
の
利
用
者
数

と
な
っ
た
。「
ま
ち
な
か

循
環
線
」
で
は
、
運
行
経

路
ダ
イ
ヤ
及
び
停
留
所
の

見
直
し
を
行
い
、
令
和
６

年
度
は
６
０
０
０
人
と
令

和
４
年
度
の
約
１
・
５
倍

の
利
用
者
数
と
な
っ
た
。

広
告
収
入
等
に
関
し
て

は
、
今
後
導
入
に
向
け
て

研
究
す
る
。

　
　
旧
県
立
会
津
農
林
高

等
学
校
耶
麻
校
舎
の

農
業
実
習
地
の
活
用
は
。

　
　
県
か
ら
千
咲
原
集
落

や
隣
接
す
る
集
落
へ

問答問答

優
先
的
に
譲
渡
し
た
い
旨

の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
農

業
委
員
を
通
じ
調
整
を
進

め
現
在
、
田
・
畑
共
に
全

て
を
地
元
で
営
農
す
る
二

つ
の
農
業
生
産
法
人
に
売

り
渡
す
調
整
が
整
っ
た
。

今
後
は
農
地
引
渡
に
向
け

手
続
を
進
め
る
。

　
　
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
の
県
内
開
催
へ
の
本
市

の
取
組
は
。

　
　
県
内
開
催
に
向
け
て

は
、
品
質
向
上
の
研

修
会
や
先
進
地
視
察
、
土

壌
診
断
な
ど
の
事
業
を
計

画
し
、
入
賞
を
目
標
と
し

て
、
認
定
農
業
者
協
議
会

と
市
が
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
。
令
和
９
年
度

の
会
津
開
催
に
向
け
て 

は
、
Ｊ
Ａ
や
県
農
業
普
及

所
等
の
関
係
機
関
も
取
組

を
進
め
て
い
る
の
で
、
情

報
交
換
や
技
術
・
栽
培
指

導
の
連
携
を
図
り
、
多
数

の
入
賞
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

山都中学校と高郷中学校の統合後の新たな校舎の利用を考えている山都中学校と高郷中学校の統合後の新たな校舎の利用を考えている市長市長
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パートナーシップ制度について伺うパートナーシップ制度について伺う

放課後児童クラブの待機児童の早急な解消を放課後児童クラブの待機児童の早急な解消を

国の理解増進法の定めにより導入する国の理解増進法の定めにより導入する

支援員及び場所の確保に努めながら解消を図ってまいりたい支援員及び場所の確保に努めながら解消を図ってまいりたい

田
中　
修
身 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
数

は
国
立
社
会
保
障
人

口
問
題
研
究
所
の
調
査
で

は
２
～
３
％
、
民
間
の
調

査
で
は
７
～
９
％
と
差
が

あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て

調
査
は
し
た
の
か
。ま
た
、

困
り
事
の
相
談
等
は
あ
る

の
か
。

　
　
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
相
談
も

な
い
。

　
　
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス

に
載
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
調
査
で
は
、
48
万
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
同
性
愛
を
決
定
す

る
遺
伝
子
は
な
い
と
い
う

結
論
で
あ
る
。
同
性
愛
の

発
生
要
因
は
先
天
的
で
は

な
く
後
天
的
で
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
出
生
後
の
家
庭

環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
や
カ
ウ
ン
セ

問答問

リ
ン
グ
等
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。
問
題
の
本
質

は
家
庭
の
あ
り
方
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
性
自
認
に
は
流
動
性

が
あ
る
。
多
様
性
を

認
め
た
社
会
を
築
く
た
め

で
あ
り
、
原
因
ま
で
は
言

及
し
な
い
。

　
　
日
本
の
社
会
は
キ
リ

ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム

教
社
会
と
違
い
、
性
的
少

数
者
に
対
し
て
寛
容
で
あ

っ
た
。
テ
レ
ビ
に
出
て
い

る
芸
能
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。
本
当
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
婚
姻
制
度
の
改

革
な
ど
で
は
な
く
、
理
解

さ
れ
な
い
と
い
う
思
い
で

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
同

性
愛
文
化
の
拡
大
は
社
会

の
基
本
単
位
の
家
庭
の
あ

り
方
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
よ
り

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重

し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

答問答

小
島　
雄
一 

議
員

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
児
童
が
４
月

１
日
現
在
で
１
０
２
名
も

い
る
。
特
に
、
塩
川
児
童

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
（
高

学
年
48
名
）
の
解
消
は
急

務
で
あ
る
。考
え
を
伺
う
。

　
　
待
機
児
童
が
発
生
し

て
い
る
主
な
要
因

は
、
支
援
員
が
慢
性
的
に

不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　
塩
川
児
童
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
は
、
児
童
が
過
ご
す

場
所
が
不
足
し
て
い
る
の

で
、
支
援
が
必
要
な
低
学

年
及
び
配
慮
が
必
要
な
児

童
を
優
先
し
た
結
果
で
あ

る
。
引
き
続
き
支
援
員
及

び
場
所
の
確
保
に
努
め
な

が
ら
待
機
児
童
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
支
援
員
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、

賃
金
や
就
業
時
間
等
の
労

問答問

働
条
件
の
改
善
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。
考
え
を

伺
う
。

　
　
支
援
員
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
要
因
と
し

て
、
夕
方
を
中
心
と
し
た

就
業
時
間
で
あ
る
こ
と
、

短
時
間
勤
務
の
た
め
他
の

職
種
と
比
較
し
て
給
料
の

面
で
見
劣
り
す
る
こ
と
、

業
務
内
容
に
つ
い
て
理
解

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
新
た
に
県
社
会
福
祉
協

議
会
内
に
あ
る
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
求
人
票
の

掲
載
や
県
と
連
携
し
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
情
報
掲

載
サ
イ
ト
の
作
成
、
市
内

施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲

載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
、
支

援
員
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
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喜多方市地域・家庭医療センターの診療体制は喜多方市地域・家庭医療センターの診療体制は

市民が市内商店を積極的に利用し消費循環を高めるべき市民が市内商店を積極的に利用し消費循環を高めるべき

坂
内　
ま
ゆ
み 

議
員

渡
部　
忠
寛 

議
員

　
　
商
店
街
や
小
売
店
の

活
性
化
に
は
、
観
光

誘
客
と
同
時
に
平
素
の
市

民
誘
客
に
つ
い
て
も
注
力

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

市
か
ら
も
「
買
い
物
は
地

元
の
商
店
で
」
と
市
民
へ

啓
発
す
る
と
と
も
に
本
市

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
す
べ
き
と
考

え
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
を
行
い
、
外

部
収
益
に
よ
る
商
店
街
活

性
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
今
ま
で
以
上
に
商
工

団
体
や
商
店
街
等
と

連
携
し
取
り
組
む
と
と
も

に
、
広
報
紙
、
Ｆ
Ｍ
き
た

か
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
市
内

消
費
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
市
が
支
援
等
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
Ｌ

問答

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
も
活
用
し
発
信

し
て
い
く
。
ま
た
、
法
人

等
を
対
象
に
Ｇ
Ｃ
Ｆ
活
用

支
援
事
業
を
推
進
す
る
。

　
　
令
和
９
年
度
ま
で
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
来

市
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
さ
に
誘
客
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
た
め
、
ほ
こ

道
制
度
（
賑
わ
い
の
あ
る

道
路
空
間
創
出
の
た
め
の

歩
道
指
定
制
度
）
を
活
用

し
、
喜
多
方
駅
前
通
り
の

歩
道
占
有
指
定
許
可
に
つ

い
て
、
市
か
ら
県
へ
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
地
域
活
性
化
に
資
す

る
制
度
と
認
識
し
て

い
る
。
歩
道
幅
員
の
確
認

や
対
象
区
域
の
商
店
や
住

民
と
の
協
議
を
行
い
な
が

ら
県
へ
働
き
か
け
て
い

く
。

　
　
塩
川
駅
東
西
自
由
通

路
の
防
犯
対
策
は
。

　
　

監
視
カ
メ
ラ
設
置
、

照
度
確
保
を
行
っ
て

い
く
。

問答問答

　
　
喜
多
方
市
地
域
・
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の

夜
間
初
期
救
急
外
来
診
療

の
実
現
は
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
本
市
の
医
療
体

制
の
充
実
に
向
け
た
課
題

を
克
服
す
る
た
め
診
療
所

を
設
置
し
た
が
、
未
だ
に

休
日
・
夜
間
初
期
救
急
外

来
診
療
は
実
現
さ
れ
て
い

な
い
。
計
画
の
進
捗
状
況

と
い
つ
頃
を
目
途
に
実
現

し
て
い
く
の
か
。

　
　
休
日
・
夜
間
初
期
救

急
外
来
診
療
の
計
画

を
実
施
す
る
に
は
、
医
師

６
名
の
体
制
を
前
提
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
は
、
非
常
勤
医
師
を

含
め
４
名
で
、
計
画
実
施

の
見
通
し
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

問答

　
　
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
通
院
し
て
い
る
方

で
も
、
特
定
健
診
の
予
約

が
取
れ
な
い
と
い
う
話
を

聞
く
が
、
予
約
が
取
れ
な

い
背
景
に
ど
の
よ
う
な
理

由
が
あ
る
の
か
。
市
と
し

て
状
況
を
把
握
し
、
ど
う

改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　
健
診
の
予
約
に
つ
い

て
は
、
各
医
療
機
関

で
検
討
し
、
判
断
を
基
本

と
し
て
い
る
。
医
療
セ
ン

タ
ー
の
健
診
枠
数
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
市
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
が
、
人
数

を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。
改
善
策
と

し
て
は
、
他
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
の
案
内
や
今
年

度
よ
り
導
入
し
た
集
団
健

診
予
約
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
集
団
健
診
の
受
診
案

内
を
強
化
し
て
い
く
。

問答

これまで以上に商工団体や関連団体と緊密に連携し取り組んでいくこれまで以上に商工団体や関連団体と緊密に連携し取り組んでいく市長市長

医療の維持・充実を図るため県立医科大学に要請していく医療の維持・充実を図るため県立医科大学に要請していく市長市長
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交付枚数に対して利用枚数が３割から４割程度であるため交付枚数に対して利用枚数が３割から４割程度であるため市長市長

高齢者おでかけ助成金を１万円から３千円に変更した理由は高齢者おでかけ助成金を１万円から３千円に変更した理由は

齋
藤　
勘
一
郎 

議
員

峠の改良整備計画は峠の改良整備計画は

　
　
高
齢
者
お
で
か
け
助

成
事
業
の
利
用
実
績

は
。

　
　
令
和
５
年
度
は
、
申

請
者
数
６
９
９
人
、

利
用
件
数
及
び
利
用
額
は

１
万
３
７
５
３
件
で
２
７

５
万
６
０
０
円
、
令
和
６

年
度
は
、
申
請
者
数
８
９

１
人
、
利
用
件
数
及
び
利

用
額
は
１
万
７
５
１
０
件

で
３
５
０
万
２
０
０
０
円

で
あ
っ
た
。

　
　
令
和
７
年
度
の
申
請

件
数
に
お
け
る
年
代

別
比
率
は
。

　
　
５
月
末
現
在
の
申
請

者
数
は
６
８
７
人
、

年
代
別
の
比
率
は
、
75
歳

か
ら
79
歳
が
23
・
９
％
、

80
歳
か
ら
84
歳
が
31
・
７

％
、
85
歳
か
ら
89
歳
が

30
・
０
％
、
90
歳
か
ら
94

歳
が
12
・
８
％
、
95
歳
以

問答問答

上
が
１
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
助
成
金
が
変
更
に
な

っ
た
額
と
そ
の
理
由

は
。

　
　
令
和
６
年
度
は
1
人

に
つ
き
２
０
０
円
の

助
成
券
を
50
枚
で
合
計
１

万
円
分
を
交
付
し
て
い
た

が
令
和
７
年
度
は
1
人
に

つ
き
２
０
０
円
の
助
成
券

を
15
枚
で
合
計
３
０
０
０

円
分
の
交
付
と
し
た
。
変

更
の
理
由
は
、
本
事
業
は

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
は

交
付
枚
数
９
１
５
０
枚
に

対
し
て
利
用
枚
数
２
７
８

４
枚
、
令
和
６
年
度
は
交

付
枚
数
４
万
４
５
５
０
枚

に
対
し
て
利
用
枚
数
１
万

７
５
１
０
枚
と
３
割
か
ら

４
割
程
度
の
利
用
率
で
あ

っ
た
こ
と
や
目
的
の
一
つ

で
あ
っ
た
「
の
る
ー
と
喜

多
方
」
及
び
ま
ち
な
か
循

環
線
の
周
知
が
図
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
変
更
を
行
っ

た
。 問答

　
　
主
要
地
方
道
喜
多
方

西
会
津
線
小
舟
寺
工

区
の
今
年
度
の
整
備
計
画

は
。

　
　
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
峠
の
改
良
済
部

分
か
ら
山
都
方
面
へ
延
長

３
㎞
の
全
体
計
画
の
う
ち

中
間
部
の
１
・
１
㎞
を
優

先
的
な
区
間
と
し
、
工
区

終
点
側
70
ｍ
の
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
７
月
に
は

入
札
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　
県
道
熱
塩
加
納
・
山

都
・
西
会
津
線
一
ノ

俣
橋
工
区
の
進
捗
状
況

は
。

　
　
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
一
ノ
俣
橋
は
令

和
４
年
３
月
に
完
成
し
令

和
７
年
６
月
末
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

問答問答

　
　
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
藤
巻
集
落
の
開

通
は
。

　
　
出
合
橋
か
ら
集
落
ま

で
の
４
㎞
の
区
間
で

落
橋
し
た
橋
梁
や
崩
落
し

た
道
路
が
あ
り
、
工
事
は

複
数
年
に
わ
た
る
が
一
日

で
も
早
い
再
開
通
に
向
け

進
め
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
　
一
ノ
戸
川
下
村
堰
頭

首
工
の
修
復
は
。

　
　
全
面
改
修
か
ら
46
年

が
経
過
し
機
能
診
断

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提

供
し
支
援
し
て
い
く
。

問答問答

菊
地　
と
も
子 

議
員

７月に入札し工事に着手する７月に入札し工事に着手する市長市長

▲完成した一ノ俣橋 ▲着工予定地
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敬
老
会
事
業
へ
の
交

付
金
変
更
の
内
容

は
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
一
人
一

律
１
８
５
０
円
か
ら

敬
老
会
等
を
実
施
す
る
場

合
は
１
７
０
０
円
に
、
記

念
品
贈
呈
だ
け
の
場
合
は

１
２
０
０
円
と
し
た
。

　
　
市
は
敬
老
会
実
施
を

共
催
し
て
、
全
て
の

地
域
で
実
施
す
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
。

　
　
実
施
は
実
行
委
員
会

等
で
行
い
、
市
は
こ

れ
ま
で
同
様
の
支
援
を
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
お
で
か
け
事

業
の
助
成
額
・
利
用

券
50
枚
を
15
枚
に
７
割
も

削
減
し
た
理
由
は
。

　
　
事
業
の
周
知
が
図
ら

れ
て
き
た
こ
と
、
ほ

と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い

人
が
約
半
数
で
あ
る
こ

問答問答問答

と
、
市
の
財
政
面
等
を
総

合
的
に
検
討
し
た
結
果
で

あ
る
。

　
　

高
齢
者
調
査
で
は
、

公
共
交
通
の
充
実
を

望
む
声
が
約
４
割
と
除
雪

支
援
と
共
に
最
も
要
望
が

高
い
。
こ
う
し
た
実
態
と

逆
で
は
な
い
の
か
。

　
　
交
通
弱
者
に
は
福
祉

タ
ク
シ
ー
事
業
も
あ

り
、
理
解
は
得
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

　
　

物
価
高
騰
が
続
く

中
、
年
金
額
は
物
価

上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
こ
ん

な
時
に
、
高
齢
者
お
で
か

け
事
業
の
助
成
を
７
割
も

削
減
す
べ
き
で
な
い
。
元

に
も
ど
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
財
政
に
余
裕
が
あ
る

な
ら
可
能
で
あ
る

が
、
こ
の
事
業
の
収
支
は

多
く
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
財
政
面
の
効
率
化
を

考
え
、助
成
を
削
減
し
た
。

問答問答

高齢者施策を後退・削減すべきでない高齢者施策を後退・削減すべきでない

矢
吹　
哲
哉 

議
員

財政を含め総合的に検討し削減した財政を含め総合的に検討し削減した市長市長

請願・陳情

請願・陳情名
趣　　　旨 委員会

（採択結果）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）
請願第７
「日本遺産 会津三十三観音めぐり 第七番札
所 熊倉観音堂の駐車場整備」に関する請願

１　�年間７万２千円（月額６千円）で市が借り上げて「市
の無料駐車場」とすること。

２　�空き地は砂利敷きが必要であるため、砂利敷きを行う
こと。

産業建設
常任委員会 採択

（21：0）
熊倉町行政区長会長 川瀬 弘次　外１名 採択

請願第８
国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継
続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求
める意見書提出の請願

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子供た
ちの就学・修学を保障するため、令和８年度以降も全額国
費で支援する「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
十分な就学支援に必要な予算確保を行うこと。

文教厚生
常任委員会 採択

（21：0）
福島県教職員組合
中央執行委員長 瀬戸 禎子　外１名 採択

請願第９
インボイス制度廃止を求める意見書提出の
請願 インボイス制度を廃止すること。

総務
常任委員会 採択

（21：0）
消費税廃止各界連絡会 事務局長 服部 雅 採択

請願第10
消費税５％への減税を求める意見書提出の
請願 消費税を５％へ減税すること。

総務
常任委員会 採択

（21：0）
消費税廃止各界連絡会 事務局長 服部 雅 採択

次のとおり審査されました。
採択された請願や陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、市当局や関係機関へ、
その実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）
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討論とは、議題となっている案件について、表決の前に、
賛成・反対の意見を表明することをいいます。討論

議議案第46号　令和７年度喜多方市一般会計補正予
算（第２号）
反対討論
本市の敬老事業の取り組みが大きく後退した内容

の補正予算になっている。88歳と100歳の方に記念品
を贈呈するが、85歳、90歳、95歳の方には何もない。
また、敬老会等開催支援交付金についても、敬老

祝金条例の廃止と合わせてどのようにするのかセッ
トで提案するのが行政の本来の在り方ではなかった
のか。
賛成討論
地方就職学生支援事業補助金の拡充による少子化

や人ロ減少等の本市が抱える構造的な問題への対応
とともに、国の物価高騰対策重点支援地方創生臨時
交付金事業を盛り込んだ予算となっている。
さらには、夢の森、かたくり荘の改修工事や敬老

事業による高齢者福祉環境の整備など、市民生活の
維持向上を図るための予算が計上されている。今後
の執行見込み等に応じた適正な予算である。
賛成討論
敬老祝贈呈事業が創設されている。３月議会にお

いて提出した予算組替動議も考慮して今回の提案に
至ったことについては一定の評価をする。
敬老祝金条例という名称も含め内容を修正して条

例提案すべきであった。今後は市の施策の慎重な検
討と十分に熟慮した対応が求められる。

議案第47号　喜多方市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第１号）
反対討論
補正額は、保険税収入が約１億1,300万円の増収と

なったため、繰入金と財政安定化基金貸付金を減額
するというものである。問題なのは、毎年のように
課税限度額が引き上げられていることである。令和
７年度は109万円になり５年間で10万円も限度額が引
き上げられた。
国が１兆円の公費を投入すれば、均等割・平等割

保険料を廃止し、協会けんぽ並みの保険料にするこ
とができる。
今回の補正予算は、加入者への負担増を押し付け、

令和11年度からの福島県内の国保税率統一を前提と
した予算となっている。
賛成討論
主に農業所得の伸びにより国保税が約１億１千万

円追加補正となった。これにより、令和７年度の国
保税率は、令和６年度の税率と同じ税率に「据え置
き」としたものである。
課税限度額の引き上げについては、負担の公平性

の観点から中間所得者層の負担を抑えるため、所得
の高い「高所得者層」に応分の負担をしていただく
ため、毎年、段階的に引き上げられるものである。

議案第54号　喜多方市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例
反対討論
国民健康保険税の限度額について、３万円引き上
げ109万円にする内容である。平成30年度は、限度額
は93万円だったが、８年間で16万円、17％以上の引
き上げである。
全国知事会等は、国が財政負担を１兆円増やすこ
とを要望し国も基本的に了承したが、３分の１の
3,400億円しか増額していない。このことが加入者の
負担増になっている。
今回の限度額３万円引き上げによる税収増は約300
万円。今回は加入者の所得が増えたことにより約１
億円以上税収が増えている。財政安定化基金貸付金
も必要なく、基金に繰り戻しをすることもできた。
限度額を引き上げなくとも今の本市の国保財政は
なんとか持ち堪えられる。限度額の引き上げは認め
られない。
賛成討論
本市の国民健康保険の厳しい状況、少子高齢化、
加入者の減少、また今の本市の厳しい財政状況を考
えるとやむを得ないと考える。
市民生活においては物価高騰などにより生活が苦
しい状況もよく理解する。その反面、この制度は命
の砦でもある。この制度が破綻した場合、被保険者
の生活に大変なことが起こると考えられる。

議案第57号　喜多方市立小学校及び中学校条例の一
部を改正する条例
反対討論
旧熱塩加納村からは、中学校が消えることになる。
会北中学校は、地域の中学校として長い歴史と地域
社会の中心的な役割があり、有機栽培・無農薬栽培
による「学校田学習」に取り組み「有機の里・熱塩
加納」のシンボル的な存在である。
会北中学校の生徒のスクールバス通学による時間
的・身体的な負担も心配される。
どんなに生徒が少なくなっても、どんなに学校規
模が小規模になっても、学校は残していく、これが
教育行政の責任だと思う。
賛成討論
第二中学校及び会北中学校の統合については、喜
多方市立小中学校適正規模適正配置第１次実施計画
によるものであり、計画に基づいて進めるためには
本条例の改正は必要であると考える。
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議　員　表　彰議　員　表　彰
令和７年５月20日に開催された第101回全国市議会議長会定期総会において、

永年にわたり市議会議員を務めた議員に対して、全国市議会議長会長より表彰が
あり、６月定例会開会日の６月５日に議長から受賞議員へ表彰状等が伝達されま
した。

渡部 勇一 議員（30年表彰）
伊藤 弘明 議員（30年表彰）

小島　雄一 議員（10年表彰）
菊地とも子 議員（10年表彰）
上野利一郎 議員（10年表彰）

渡部 一樹 議員
（15年表彰）

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：

賛
成

1
渡
部　
忠
寛

2
田
中　
修
身

3
坂
内
ま
ゆ
み

4
高
畑　
孝
一

5
山
口　
文
章

6
十
二
村
秀
孝

7
遠
藤　
吉
正

８
上
野
利
一
郎

9
小
島　
雄
一

10
矢
吹　
哲
哉

11
菊
地
と
も
子

12
渡
部　
一
樹

13
後
藤　
誠
司

14
五
十
嵐
吉
也

15
齋
藤
勘
一
郎

16
佐
藤　
忠
孝

17
小
林　
時
夫

18
渡
部　
勇
一

19
佐
原　
正
秀

20
齋
藤　
仁
一

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第46号

令和７年度喜多方市一般
会計補正予算（第２号）

原案可決
（令和７年６月19日） 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹

哲哉

山口
文章
齋藤
仁一

議案
第47号

令和７年度喜多方市国民
健康保険事業特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
（令和７年６月19日） 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 田中

修身
渡部
忠寛

議案
第54号

喜多方市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

原案可決
（令和７年６月19日） 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹

哲哉
坂内
まゆみ

議案
第57号

喜多方市立小学校及び中
学校条例の一部を改正す
る条例

原案可決
（令和７年６月19日） 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 田中

修身
渡部
忠寛

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（伊藤弘明）は採決に加わらない。

６月定例会審議結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。
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https://www.city.kitakata.fukushim
a.jp/site/gikai/

委
員
長�

渡
部　
一
樹

副
委
員
長�

高
畑　
孝
一

委　
　
員�

渡
部　
忠
寛

�

田
中　
修
身

�

山
口　
文
章

�

小
島　
雄
一

小
林　
時
夫

五
十
嵐
吉
也

山
口　
和
男

喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

【提出期限】	 各定例会開会日（招集日）の９日前まで
【提 出 先】	 喜多方市議会事務局（市役所４階）
【必要事項】	 �請願には必ず１人以上の市議会議員の紹介が必要ですので、市議会議

員にご相談ください。陳情の場合は市議会議員の紹介の必要はありま
せん。

	 詳しくは、議会事務局　℡ 0241-24-5253まで

請願・陳情について

9月定例会の予定9月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

   2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

敬老の日

秋分の日

8
31／

9 1／
本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

本会議
（議案審議）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

　 　　

　

　

編
集
後
記

新
し
い
委
員
会
体
制
と
な
り
、
初
め

て
の
議
会
だ
よ
り
発
行
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
集
で
は
、
本
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
で
活
躍
す
る
若
者
（
商
業
者
）
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
皆
様

の
前
向
き
な
提
案
や
取
組
は
新
た
な
市

の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱
中

症
な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。�

渡
部
一
樹

議会広報広聴委員会

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“朝顔”です。

FMきたかた  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴できます。


